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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第49期 

第１四半期累計期間 
第50期 

第１四半期累計期間 
第49期 

会計期間 
自平成27年４月１日 
至平成27年６月30日 

自平成28年４月１日 
至平成28年６月30日 

自平成27年４月１日 
至平成28年３月31日 

売上高 （千円） 2,079,899 2,327,907 9,025,157 

経常利益 （千円） 134,377 154,607 505,844 

四半期（当期）純利益 （千円） 83,633 104,234 247,941 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － － 

資本金 （千円） 2,144,134 2,144,134 2,144,134 

発行済株式総数 （株） 7,767,800 7,767,800 7,767,800 

純資産額 （千円） 10,977,217 11,116,855 11,085,481 

総資産額 （千円） 17,385,826 17,061,325 17,406,091 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 10.78 13.44 31.96 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

１株当たり配当額 （円） － － 15.00 

自己資本比率 （％） 63.1 65.2 63.7 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 194,645 223,552 522,436 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △82,534 △33,980 △112,309 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △108,997 △152,196 △346,030 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 1,303,804 1,402,163 1,364,787 

 （注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間における国内経済は、政府による経済政策等により、緩やかな回復基調にあるものの、中

国をはじめとする新興国経済の減速などから内需への影響も懸念され、先行き不透明感が増してまいりました。

当業界におきましては、マイナス金利の影響による住宅ローン金利低下など、住宅市場にとって活性化への材料も

あって回復基調となりましたが、熊本地震や消費税増税の延期などの影響による不確定な要素を含み、その動向に

注視が必要な状況にあります。

このような経営環境のもと、回復傾向の持家着工を背景に一層の販売強化を図ったことに加え、震災に端を発し

た防災意識の高まりに合わせて、地震・台風に強い防災瓦「スーパートライ１１０シリーズ」の認知度向上に努め

た結果、売上高につきましては前年同四半期比11.9％増の2,327百万円となりました。

損益面につきましては、需要に見合った工場稼働を推進した結果、当第１四半期累計期間における売上原価率は、

前年同四半期比0.6ポイント増の71.8％となりましたが、売上高増加に加えて、前年から引き続き生産及び管理コ

ストの削減を進めたことにより、売上総利益は前年同四半期9.7％増の657百万円となりました。

この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高2,327百万円（前年同四半期比11.9％増）、営業利益154百万

円（前年同四半期比7.9％増）、経常利益154百万円（前年同四半期比15.1％増）、四半期純利益104百万円（前年

同四半期比24.6％増）の増収増益となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて37百万

円増加し1,402百万円となりました。 

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期累計期間に比べ28百万円増加し、223百万円となりました。 

これは主に、増加要因としては、売上債権の減少額193百万円（前年同四半期比109百万円増）、たな卸資産の減

少額54百万円（前年同四半期はたな卸資産の増加額138百万円）等によるものです。減少要因としては、仕入債務

の減少額51百万円（前年同四半期は仕入債務の増加額198百万円）、法人税等の支払額200百万円（前年同四半期比

175百万円増）等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期累計期間に比べ48百万円減少し、33百万円となりました。 

これは主に、有形固定資産の取得による支出22百万円（前年同四半期比60百万円減）等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期累計期間に比べ43百万円増加し、152百万円となりました。 

これは主に、長期借入金の返済による支払額100百万円（前年同四半期比25百万円増）等によるものです。 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(4）研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、86百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

 

(5）財務政策

当社の所要資金調達は大きく分けて設備投資資金・運転資金となっております。基本的には「営業活動によるキ

ャッシュ・フロー」の増加を中心としながらも、多額の設備資金につきましては、その時点で最適な方法による調

達を原則としております。また、銀行借入金につきましては、阿久比工場用地を始め、担保に供していない資産も

あり、借入限度枠にも余裕があり、手元流動性預金・手形割引とあわせ、緊急な支払いにも対応可能な体制を整え

ております。

余資の運用につきましては、長期借入金の返済を最優先としております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,767,800 7,767,800

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

100株

計 7,767,800 7,767,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成28年４月１日～ 

平成28年６月30日
－ 7,767 － 2,144 － 2,967

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 10,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,755,700 77,557 －

単元未満株式 普通株式 1,700 － －

発行済株式総数 7,767,800 － －

総株主の議決権 － 77,557 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権31個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社鶴弥
愛知県半田市州の崎町２

番地12
10,400 － 10,400 0.13

計 － 10,400 － 10,400 0.13

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

   なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年４月１日から平成28

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,376,787 1,414,163 

受取手形及び売掛金 2,261,089 2,067,014 

商品及び製品 1,196,833 1,137,909 

仕掛品 52,873 56,724 

原材料及び貯蔵品 143,162 144,193 

その他 131,880 69,131 

貸倒引当金 △5,151 △5,796 

流動資産合計 5,157,476 4,883,340 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,406,241 1,387,068 

土地 9,113,158 9,113,158 

その他（純額） 1,099,979 1,056,730 

有形固定資産合計 11,619,379 11,556,956 

無形固定資産 43,426 51,685 

投資その他の資産    

投資有価証券 445,163 426,286 

その他 141,255 143,664 

貸倒引当金 △609 △609 

投資その他の資産合計 585,809 569,342 

固定資産合計 12,248,615 12,177,984 

資産合計 17,406,091 17,061,325 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 577,563 513,090 

電子記録債務 571,882 589,949 

短期借入金 2,200,000 2,200,000 

1年内返済予定の長期借入金 400,000 400,000 

未払法人税等 220,065 15,525 

賞与引当金 223,980 115,134 

その他 456,094 543,963 

流動負債合計 4,649,586 4,377,662 

固定負債    

長期借入金 1,225,000 1,125,000 

退職給付引当金 83,039 88,839 

役員退職慰労引当金 281,805 278,001 

その他 81,179 74,966 

固定負債合計 1,671,023 1,566,807 

負債合計 6,320,609 5,944,469 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,144,134 2,144,134 

資本剰余金 2,967,191 2,967,191 

利益剰余金 5,802,861 5,848,916 

自己株式 △5,813 △5,813 

株主資本合計 10,908,374 10,954,428 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 177,107 162,426 

評価・換算差額等合計 177,107 162,426 

純資産合計 11,085,481 11,116,855 

負債純資産合計 17,406,091 17,061,325 
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 2,079,899 2,327,907 

売上原価 1,480,726 1,670,466 

売上総利益 599,173 657,441 

販売費及び一般管理費 456,116 503,096 

営業利益 143,056 154,344 

営業外収益    

受取利息 19 13 

受取配当金 5,289 6,091 

売電収入 3,664 3,513 

その他 3,750 3,876 

営業外収益合計 12,724 13,495 

営業外費用    

支払利息 9,804 7,847 

手形売却損 1,425 327 

工場休止に伴う諸費用 8,473 3,469 

その他 1,700 1,588 

営業外費用合計 21,403 13,232 

経常利益 134,377 154,607 

税引前四半期純利益 134,377 154,607 

法人税、住民税及び事業税 29,172 4,100 

法人税等調整額 21,570 46,273 

法人税等合計 50,743 50,373 

四半期純利益 83,633 104,234 
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 134,377 154,607 

減価償却費 104,220 74,904 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23 645 

賞与引当金の増減額（△は減少） △46,596 △108,846 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,750 5,800 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,693 △3,804 

受取利息及び受取配当金 △5,309 △6,105 

支払利息 9,804 7,847 

売上債権の増減額（△は増加） 83,731 193,376 

たな卸資産の増減額（△は増加） △138,481 54,041 

仕入債務の増減額（△は減少） 198,360 △51,213 

割引手形の増減額（△は減少） △135,536 － 

その他 10,430 105,847 

小計 223,468 427,101 

利息及び配当金の受取額 5,308 6,111 

利息の支払額 △8,538 △8,744 

法人税等の支払額 △25,593 △200,914 

営業活動によるキャッシュ・フロー 194,645 223,552 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △82,634 △22,418 

その他 100 △11,561 

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,534 △33,980 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △75,000 △100,000 

配当金の支払額 △33,997 △52,196 

財務活動によるキャッシュ・フロー △108,997 △152,196 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,113 37,376 

現金及び現金同等物の期首残高 1,300,690 1,364,787 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,303,804 ※ 1,402,163 
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期累計期間

（自  平成27年４月１日
至  平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成28年４月１日
至  平成28年６月30日）

現金及び預金勘定 1,315,804千円 1,414,163千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △12,000 △12,000

現金及び現金同等物 1,303,804 1,402,163

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 38,786 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

 
 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 58,179 7.5 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 前第１四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自 

平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

 当社は、陶器瓦の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 10円78銭 13円44銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額（千円） 83,633 104,234

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 83,633 104,234

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,757 7,757

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

      平成28年８月３日

株式会社 鶴弥      

 

  取締役会 御中  

 

  有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 谷津 良明  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 淺井 明紀子 印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鶴弥の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第50期事業年度の第１四半期会計期間（平成28年４月１日から平成28年６

月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鶴弥の平成28年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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